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 第５次朝霞市総合振興計画に係る市民懇談会

 「あさか お･も･て･な･し カフェ」開催！
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※総合振興計画という、市の将来ビジョンを描きながら市がどのようなことを行っていくのかを整理した、市の 

取組の基本となる最も大きな計画です。第 5 次朝霞市総合振興計画は、平成 28 年度からスタートします。 

 

◆「あさか お･も･て･な･し カフェ」とは？  

「ワールド・カフェ」※という手法を用いて、３つのテーマで自由に対話を行いました。 

会場では、年齢や職業、住んでいる場所などが異なる方同士で対話が行われ、異なる価値観

に触れたり、一人では気づかないことに気づいたりすることで、たくさんのまちづくりへの想

いやアイデアが出されました。 

当日は 3つのテーマで対話を行い、合計で 1,000件以上の声が寄せられました。  

※ワールド・カフェとは、あるテーマについて、数人で入れ替わり立ち替わり自由な対話を行い、参加する全員の

意見や知識を集め、共有できる対話手法の一つです。お互いに、いろいろな話題について、本音で気軽に語り合

える、カフェのような空間です。  

◆「あさか お･も･て･な･し カフェ」◆ 

日 時：平成 26年 1月 18日（土） 

午後 1時半～４時 

場 所：市民会館（ゆめぱれす）2階 高砂 

参加者：75人（ほか子供大勢） 

テーマ（頂いた市民の声の件数）： 

１．朝霞のいいところ（291件） 

２．朝霞のよくないところ（347件） 

３．こんな朝霞市にしたい！（378件） 

10年ごとに見直す市の全体的な計画※の

策定にあたり、市民の方の声を広く計画に

反映していくため、1 月 18 日に市民によ

る語り合いのイベント「あさか お･も･て･

な･し カフェ」を開催しました。 

当日は、お勤めの方、お年寄りの方、お

子様連れの方などさまざまな方が、お茶と

お菓子を片手に“Ｍ’ｓふれんず”の生演

奏を聴きながら、朝霞のいいところ・よく

ないところ・将来の朝霞市について楽しく

語り合いました。 
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１．朝霞のいいところ 

◆まちが若い！人が優しい！ 

・若い人が多い、活気がある 

・祭りが充実 

・子どもが多い 

・人と人とがつながりやすい 

 

◆緑が多い、自然が残っている 

・田畑、田園風景 

・都市に近いが自然は多い 

・東京近郊のわりにはまだ畑がある 

・程よいローカル色（都市化が程よい） 

・朝霞の森（市民に活用されている。市民参加

での運営に期待、子どももお年寄りも制限な

くふれあえる場となっている） 

・公園がたくさんある 

・朝霞市が少しずつでも緑地を購入しているの

は評価される 

・市のけやき並木がある（中央公園前のケヤキ

並木、ケヤキ並木からの夕陽が美しい） 

・自然がたくさん残っている（畑・田んぼ・川・

森、朝の野鳥の声が美しい、もっと積極的に

残して） 

 

◆黒目川（きれいになった、桜並木） 

・魚がふえた 

・水がきれいになった 

・清流になり鳥が数多く見られる 

・自然の川にしたい！ 

・黒目川の川岸（土手（散歩・ジョギング）） 

・黒目川は川と桜と木々（桜並木） 

 

◆都心に近い、交通が便利 

・交通の便が良い（都心へのアクセスが良い） 

 

◆買い物が便利 

・スーパーやコンビニ、ドラッグストアなど生

活に必要な店がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆子育てしやすい 

・子育て支援の充実 

・子どもを育てやすい、子連れに優しい人が多

い 

・子どもを遊ばせる所が多い 

・安心して子どもを外に遊びに行かせられる

（プレーパークでダメと言わないで遊ばせ

られる） 

 

◆施設が多い 

・図書館や公民館が充実している（図書館が多

い、使いやすい、本だけでなく、展示視覚室

がある） 

・児童館がたくさんある（おもちゃも充実、児

童館が多くて助かる） 

・公共施設が充実している（駅から歩いて行け

るところに多くある） 

 

◆市民活動が盛ん 

・市民活動に積極的な人が増えている 

 

◆市職員に親切な人が多い 

・市民と共に作る意欲がある 

・行政が市民に向いている 

・以前より親しみやすい 

・市民の声を聞く体制が良い 

・行政の方と話しやすい 

～主な市民の方からの声～ 
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２．朝霞のよくないところ 

◆開発が急激に進んでいる 

・駅周辺にマンションが次々建設されている 

・高さ制限が甘い 

・無秩序な開発・計画性のない建物建設 

・市街化調整区域の開発が心配 

・若い世帯の流出入はげしい 

・空き地や農地はすぐマンションになる 

・水田の減少、休耕地増加 

・緑が減少している 

・せっかくの広い空間に倉庫がどんどん建って

いる 

 

◆街路樹の剪定の仕方が悪い 

 

◆道路が狭い、歩行環境がよくない 

・通学路、歩道が狭くとても危険 

・歩道が少なく、高齢者には歩きにくい 

・段差があるので整備してほしい 

・道路が狭くて危ない所もある 

・道路の整備が遅れている 

・駅前のバス通り（朝霞駅～市役所）が狭くて

危険 

・自転車が通りにくい 

 

◆市内交通が不便 

・朝霞台駅（東武東上線）にエレベーターがな

いのが不便 

・市内の交通機関（市営バス）の本数が少ない。

行きわたっていない 

・朝霞駅に急行がとまらない 

 

◆マナーに問題がある 

・たばこ、空き缶・ビン・ペットボトル等のポ

イ捨てが目立つ場所がある 

・土ぼこりがヒドイ 

・犬のフンの不始末 

・放置自転車、自転車マナーが悪い 

◆待機児童が多い、保育園に入れない 

 

◆商店街の活気がない 

・大型店や専門店がない 

・商店街（駅前など）が活性化されていない 

・シャッター商店街が増えてきている 

 

◆人のつながりが少ない 

・若い人達が街づくりに加われていない 

・古くからの地元の人と新たに入ってきた人の

交流が少ない 

・コミュニティの連帯感が少ない、地域の連帯

感がない 

・外国人とのコミュニケーションの場が少ない 

・町内会加入率が悪い 

 

◆市民参加や市の情報発信が不十分 

・市民との対話をたくさん行って、市民の隠れ

た願いをきいてすくい上げて 

・市の情報がなかなか一般に伝わらない 

・お知らせの仕方が今ひとつ 

・情報発信が偏っている 

・選挙の投票率が低い 

 

◆市の財政が心配 

・借入金が多い 

・対策は出来ているのでしょうか 

 

◆行政サービス施設が貧弱 

・図書館の拡充（閲覧室、自習室、蔵書等） 

・出張所でも本庁舎と同様の手続きが出来る様

にしてほしい 

 

◆市議会議員に対して不満 

・市議会議員が多すぎる、給料が高い 

・何もしていない議員が多い 

 

～主な市民の方からの声～ 
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３．こんな朝霞市にしたい！ 

◆緑豊かなまち 

・今ある緑を生かしつつ緑豊かな街にしたい 

・落ち着いた緑の多いまち 

・黒目川を桜（と菜の花）の名所に 

・緑がこのまま残っている、又は増えている 

（緑をこれ以上減少させない条例か仕組み

づくり） 

・あさかプレーパーク（あそび場）が常設にな

っていてほしい 

・基地跡地の全面緑地公園化を早期に！ 

・市街化調整区域の乱開発に歯止めを。行政指

導をのぞむ 

・基地跡地が開放されて、誰でも自然を楽しめ

たら散歩したい 

・基地跡の有効利用 

・建物の規制を強化する（日照権、緑地、高さ

など） 

 

◆交通が整備されているまち 

・道路整備の行き届いた街 

・歩行者を守るため段差をなくす（歩道の整備） 

・市内バスをもっと利用しやすく（広範囲で、

こまめに運行する） 

・サイクリング道路をつくる 

 

◆人（市外の人も）で盛り上がるまち 

・彩夏祭がもっと有名になる町 

・駅前広場でのイベントを増やす（鳴子ロック

フェス） 

 

◆ブランドイメージの定着 

・朝霞スタイル、特色のあるまち 

・他県から来てくれるよう、彩夏祭以外で市の

名物を作ってほしい 

◆活気のある朝霞市、元気がでるまち 

・商店街が活気づいている街 

・いきいき繁栄する町 

・もっと活性化して、将来買物難民を防ぐまち

にしたい 

・朝霞駅前商店街の活性化、電柱の地中化 

・若者が出店する店を！ 

・地元で働くことが出来ることが必要だ 

 

◆つながりがあるまち、“人”づくりのまち 

・住民がお互いに交流しあえる様な街 

・地域の一人一人の力を出して支え合えるまち 

・子育てしやすいまち 

・高齢者が元気なまち 

・子どももお年よりも誰もが笑顔になれるまち 

・高齢化対策、人が人を助ける 

・老人、子育て中の若い人々みんなが集まれる

カフェが地域にたくさん出来ていること 

 

◆市民が主体的にまちづくりに関わる、市

民と市が協働できるまち 

・今以上に市民活動が積極的に行われるまち

（シニア、ヤング） 

・市民が主体的にまちづくりを考え、行政がバ

ックアップする仕組みづくり 

・市民参加が大切にされる 

・もっと市民が市政に参加できるような制度

を！ 

 

◆財政力強化、健全な財政状況 

・借入金を現在の 400億円から 200億円へ 

 

◆選挙の投票率アップ 

・投票所を増やす、景品、義務化など 

 

  

～主な市民の方からの声～ 
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◆参加された方の声 

当日ご参加頂いた 75人の方のうち、8割近くの方から「次回このような市民懇談会を開催した

場合に参加したい」と回答いただきました！ 

（主な参加者からの感想） 

・テーブルキーパーを努めさせて頂き、沢山のご意見を聞かせて頂く機会をいただきありがとうご

ざいました。こんなに沢山の方が盛り上がり大変感激いたしました。是非皆さんの意見を吸い上

げより良い朝霞を作っていきましょう。市民は一緒に活動する気満々です。 

・グループごとに意見交換出来たこと他の人の考え方がよくわかりました。市民の意見を聞く事は

行政に大切なことと思います。 

・良い所、悪い所色々な意見が出てとても参考になりました。 

・高齢者で会話が少なくなっていたが、久しぶりに会話がはずんだ。 

・若い子育てママが多く参加したことは良かった。 

・もっと話が出来るように話を続けられるようにグループ討論を工夫すべきと思います。 

・市の職員の方との対話の場面があるとよかった。 

・朝霞の若い子育て中の方、お年寄り、みんなが集える場、カフェ広場を作りたい。 

・最後にバンド演奏してほしかったと思います。財政の問題にノータッチでよいのか？資料を添付

してほしい。 

・街を住み良くするためには、まずみんなが街に興味を持つことだと思っています。その意味でこ

のような企画を続けてほしい。総合振興計画に反映されることを期待しています。 

 

◆「あさか お･も･て･な･し カフェ」での意見はどう活用されるの？ 

当日頂いたすべての意見は、総合振興計画審議会、市の職員へ報告し、総合振興計画の策定や、

日ごろの市の取組等に活用します。 

 

 

 

 

【問い合わせ】   
朝霞市 政策企画室 政策企画係 
電 話 ０４８－４６３－３０８９（直通） 

 

あさか 

お･も･て･な･し 

カフェ 

分野別 

市民懇談会 

その１ 

 

 

 

分野別 

市民懇談会 

その２ 

 

 

 

市民意識 

調査 

基本構想 

基 本 計 画 

平成 26 年 

1 月 18 日（土） 

平成 26 年 

1 月 25 日（土）/ 

1 月 2６日（日）/ 

２月２日（日） 

平成 26 年 

5 月～7 月 

（予定） 

実 施 計 画 

平成 25 年 

10 月実施 【総合振興計画】 

新
し
い
計
画
の
完
成 

基本構想…市の将来像を達成するための施策の基本的方向を示す 

基本計画…基本構想実現のための各分野の施策を体系的に示した計画 

実施計画…さらに具体的な事業を示した計画 

平成 27 年 

９月（予定） 


